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松山市が観光地として抱える課題の発見、解決案の提示。

地元との交流促進・魅力発見を目指す。参加大学は、参画自治体のサポートに
より、地元の方々との交流を深め、観光素材の新たな魅力発見、地元の課題の
深掘りをすると共に、課題解決に向けたアイデアを考案する。

・論理的思考力
自分たちが考えた課題を聞き手も重要だと認識できる容易に説明する論理的思
考力
・アイデア力
どういったアイデアであれば自分たちが考えた課題を解決できるのか、またより
魅力的なアイデアにしていくにはどうすればいいかを最後まで考え抜く力
・プレゼン力
より魅力的なプレゼンをするにはどうすればよいかを考え抜き、何度も練習を繰り
返すことで身につけることができた

ＪＲ西日本・自治体・大学が連携し、若者視点を活用した地域活性化、旅行需要
の喚起、学生の成長機会の創出を目指す産官学のプロジェクトです。これまで北
陸、南九州、新潟、瀬戸内エリア等で毎年実施してきました。一連の取組みを通
して、参加学生と地元協力者の間で交流が生まれ、地域と連携強化の促進、大
学生による若者目線での旅行プランや地元の課題解決に向けたアイデアの提
案、および自主的な地元PRを展開してきました。2021年度も瀬戸内エリアを対
象とし「瀬戸内カレッジ」を実施します。 (瀬戸内カレッジHPより)

松山市の職員の方々や地元の観光スポットの方々とオンラインや対面での交流
を通じて、松山市が観光地として抱える課題を学生の視点から検討し、解決案
を提示する。


